
新たな戦前 
 
　タモリさんが「来年はどんな年になるか」と問われての答えが「新たな戦前」でした。
それから2年8ヶ月になりますが、その言葉が増々現実味を帯びてきました。当初はそ
の表現の珍しさが注目されていましたが、今は新たな戦争がいつ起きるかが注目を
集めています。報道によれば、去る8月29日、防衛省は「来年3月頃に陸上自衛隊の
富士駐屯地(静岡県小山町)と健軍駐屯地(熊本県)に長射程ミサイルを配備する」と
発表しました。このミサイルは射程約千キロ超とされ、射程圏内には中国の沿岸部も
含まれるそうです。防衛省の担当者は「抑止力と対処力の要」が目的と説明していま
す。「新たな戦前」が現実になった場合、即ち、新たな戦争が勃発した場合、この兵器
および自衛隊という武力が非戦闘員である国民の命と暮らしを守ることができるで
しょうか？地対空ミサイルをいくら並べても、現在継続中のウクライナ戦争を観察すれ
ば、不可能なことは明らかです。このように今の日本政府は本気で私たち国民を守る
気など無いのです。米国と国内の軍需産業と財界の利益に役立つことを最優先に軍
備を増強しているのです。それに国民が反対しないように「ありもしない外国の脅威
があるかのように」宣伝し、「軍備が役に立たない」事実を隠蔽しています。政府のウ
ソ宣伝と事実隠蔽という情報操作に騙されないようにしましょう。(小倉志郎) 


